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試合番号 ： 145 試合会場 ： このはなアリーナ（草薙総合運動場体育館） 観客数 ： 600

開始時間 ： 14:00 終了時間 ： 15:48 試合時間 ： 01:48 主審： 城　智人 副審： 新田　浩幸

東レアローズ 通
算

8 勝 2 敗

3

25 第１セット 23

1

VC長野トライデンツ 通
算

1 勝 9 敗

ポイント： 23 ポイント： 3

監
督
コ
メ
ン
ト

　本日も静岡のホームゲームへたくさんのファンの皆さんに足を運んでい
ただき、感謝しています。ありがとうございました。
　試合は若い選手が多く入っていたこともあり、直接点数には表れないプ
レーの精度が低く、チームが回っていなかったところが課題として残った
と思います。
　しっかりとこの部分を改善していけるように準備していきたいと思いま
す。
　本日もたくさんの応援ありがとうございました。

21 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の反省を本日の試合に出すことができた所もありましたが、東レの
集中力や勢いに勝ることができませんでした。
　得点を取れる時に取り切れない場面が多く見られました。得点チャンス
時にしっかりと取り切れる集中力、声等を再確認し、来週のホームゲーム
へと繋げていきたいです。
　本日もたくさんのご声援、本当にありがとうございました。来週のホー
ムゲームでのたくさんのご声援もよろしくお願いします。
　２日間ありがとうございました。

25 第３セット 19

25 第４セット 17

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　連勝を伸ばしたい東レアローズが昨日に続き、VC長野トライデンツをホームに迎えての一戦。
　第１セット、一進一退の攻防から、東レは富田、小澤のアタックで12‐８とリードする。VC長野は下川の気迫のブロックをきっかけに一時同点に追いつくも、東レは正確なサーブレシーブから得点を積み
重ね、セットを先取する。
　第２セット、東レは西本がクイックにブロックと躍動し、チームの士気を高める。対抗したいVC長野はアラウジョにトスを集め、リードを奪って勢い付く。その後もVC長野は森崎、中野、三輪のアタック
で得点を重ね、要所ではアラウジョが決め切り、セットカウントを１‐１とする。
　第３セット、東レは攻撃ではパダル、守備では山口が大車輪の活躍を見せ、リードする。西本のアタック、真子のツーアタックでさらに点差を広げた東レがこのセットを取り切った。
　第４セット序盤、東レが富田のアタックや上條、真子のブロックでリードするも、VC長野はアラウジョが得点を取り返す、白熱の展開。VC長野は池田(幸)のアタックで追いかけるも、東レが西本の２連続
ブロックで勢いのままこのセットを奪い、ホームゲームを連勝で締めくくった。

試合番号 ： 146 試合会場 ： エントリオ（豊田合成記念体育館） 観客数 ： 1,500

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:34 試合時間 ： 01:34 主審： 服部　篤史 副審： 千代延　靖夫

ウルフドッグス名古屋 通
算

9 勝 1 敗

3

25 第１セット 18

0

堺ブレイザーズ 通
算

7 勝 3 敗

ポイント： 27 ポイント： 21

監
督
コ
メ
ン
ト

　我々ウルフドッグス名古屋の今年最後のホームゲームをコロナ禍ではあ
りましたが、二日間たくさんのファンの皆様に観ていただき、とても感謝
しております。
　試合はとても厳しいゲームとなりましたが、我々の武器であるチームワ
ークを生かして勝利できたことは、今後の礎になると思います。
　この後はアウェーの試合が続きますが、しっかりとコンディションを作
り、一つひとつの試合に備えていきたいと思います。
　二日間、たくさんの熱い応援ありがとうございました。また、メディア
を通じて応援してくださった世界中のファンの皆様、ありがとうございま
した。
　また、お会いしましょう。Here　and　Now!

25 第２セット 23
監
督
コ
メ
ン
ト

　チームが苦しい状況の中、選手達はベストを尽くして戦ってくれました
。課題を修正し、来週の試合に向けて準備していきます。
　長いリーグ戦、厳しい戦いも何度もありますが、チーム全員で一戦一戦
成長しながら戦っていきます。
　来週は北九州大会のホームゲームになります。熱い応援、宜しくお願い
します。

25 第３セット 17

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　８勝１敗で首位のウルフドッグス名古屋と７勝２敗で２位につける堺ブレイザーズの首位攻防戦の二日目。
　第１セット、昨日の勝利の勢いに乗りたいＷＤ名古屋は高梨を中心に点数を重ねていく。対する堺は迫田、樋口を中心に攻撃を組み立て、一進一退の攻防が続く。試合が動いたのは中盤。ＷＤ名古屋にク
レク、王の２連続ブロックや、高梨の２連続サービスエースが飛び出し５点リードとすると、そのまま流れを渡さずＷＤ名古屋がセットを先取した。
　第２セット、堺は出耒田がスパイクとブロックで躍動し、競った展開となる。終盤までもつれ込む接戦となるも、最後はWD名古屋がサーブで攻め、25-23でセットを連取した。
　第３セット、序盤からクレクが得点を重ね、WD名古屋が優位に試合を進める。セッター永露のトスワークも冴え、要所で伏見、傳田のクイックを使い点数を重ねる。堺も重留、高野を投入し巻き返しを図
るも差は縮まらず、最後は傳田がクイックを決め、WD名古屋がストレートで勝利し、首位をキープした。

試合番号 ： 147 試合会場 ： おおきにアリーナ舞洲（舞洲アリーナ） 観客数 ： 2,536

開始時間 ： 17:05 終了時間 ： 19:28 試合時間 ： 02:23 主審： 山本　晋五 副審： 本間　明

サントリーサンバーズ 通
算

8 勝 2 敗

3

25 第１セット 20

2

ジェイテクトSTINGS 通
算

3 勝 7 敗

ポイント： 21 ポイント： 12

監
督
コ
メ
ン
ト

　本日も多くのご声援ありがとうございました。２日連続フルセットとい
うとてもハードな週末となりました。結果的に２勝できたことは非常に嬉
しいですし、価値の高い勝利だと思います。ジェイテクトSTINGSは２セッ
トダウンから修正し、途中出場の選手に流れを掴まれてしまった所は、我
々の改善点として修正していく必要があると思います。
　油断や慢心はなかったと思いますが、相手にチャンスを与え自分たちが
追い込まれてしまうシーンが今シーズン多く見受けられます。若いチーム
なので、精神的にムラがありますが、何度も経験し、チャレンジを繰り返
し、反省し、次に活かしていく、このサイクルを回し、さらに強いチーム
になっていきたいと思います。”PLAY　HARD”は我々の根幹です。
　２日間のホームの声援は、間違いなく勝利の後押しとなりました。あり
がとうございました。

25 第２セット 21
監
督
コ
メ
ン
ト

　まずは、サントリーサンバーズの粘り強いプレーを称えたいと思います
。
　そして、我々も最後まであきらめず戦ったが、残念なことに勝つことが
できませんでした。
　本日もたくさんの声援ありがとうございます。
　来週のホームゲームに向けて、準備していきたいと思います。

18 第３セット 25

20 第４セット 25

15 第５セット 11

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホーム大阪で連勝し、波に乗りたいサントリーサンバーズと、前日のフルセットの試合の雪辱を期すジェイテクトSTINGSの試合。
　第１セット、サントリーはムセルスキーのスパイク、彭のクイックが決まり、５連続得点を挙げ危なげなくセットを先取する。
　第２セット、ジェイテクトは陳がブロックを決めると、サントリーはセッター大宅のトスをうけた小野がクイックを決めるなど、サイドアウトの応酬となる。試合が動いたのはセット終盤。サントリー彭
のサービスエースが決まり、そこから徐々に差を広げたサントリーがセットを連取する。
　第３セット、あとのないジェイテクトは都築のライトからのスパイクを皮切りに序盤から得点を積み重ねてセットを取り返す。
　第４セットもジェイテクトが、柳田のサービスエースと藤中(優)のバックアタックを要所で決め、セットを連取する。
　第５セット、サントリーはアラインのサーブを起点に、ジェイテクトのサーブレシーブを崩し、３連続得点をあげる。ジェイテクトも柳田のスパイク、サービスエースで応戦したが、あと一歩及ばずサン
トリーがフルセットの熱戦を制した。

試合番号 ： 148 試合会場 ： パナソニックアリーナ 観客数 ： 1,760

開始時間 ： 14:00 終了時間 ： 16:02 試合時間 ： 02:02 主審： 木内　誠二 副審： 西中野　健

パナソニックパンサーズ 通
算

7 勝 3 敗

3

25 第１セット 18

1

JTサンダーズ広島 通
算

5 勝 5 敗

ポイント： 20 ポイント： 16

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日フルセットの試合をして、エネルギーをたくさん使ったので、今日
の試合はタフでした。
　非常に大事な試合で３ポイント取れたのもうれしいです。
　簡単なミスはありましたが、３‐１で勝てたのは何よりも良かったです
。
　来週もタフな試合なので、応援よろしくお願いします。

21 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　２日間に渡り、多くのファンの皆様にお越しいただき感謝申し上げます
。
　第３セットの終盤にリードしながら、あと１点を取れなかったところが
、勝敗を分けたと思います。勝負所の１点を取れるようになるために、練
習から高めていかなければなりません。
　しかし、途中交代で入ったそれぞれの選手が持ち味を発揮してくれ、チ
ームに多くのエナジーを与えてくれたことは、今後のリーグ戦を戦ってい
く上で大切な要素だと思います。
　来週は年内最後のホームゲームが行われます。ファンの皆様と喜びを分
かち合えるよう、今後も精進して参ります。
　本日も応援ありがとうございました。

25 第３セット 23

25 第４セット 21

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲーム全勝中のパナソニックパンサーズとそれに迎え撃つJTサンダーズ広島との一戦。
　第１セット、パナソニックは序盤、クビアクのスパイクで一歩抜け出すと、そのままリードを保ち、大竹や仲本のスパイクで得点を重ねてセットを先取する。
　第２セット、JT広島が序盤、新井の緩急織り交ぜたスパイクでリードする。パナソニックも小宮が要所でブロックを決めて、1点差まで追い詰めるが、JT広島は江にボールを集め、セットを奪い返す。
　第３セット、終盤まで一進一退の攻防が続く接戦となる。23‐23からパナソニックは、仲本が気迫溢れるスパイク決め、最後は深津のブロックでセットをものにする。
　第４セット、序盤からパナソニックが大きくリードを広げる。後がなくなったJT広島は、選手交代を有効に使い、巻き返しを図る。レシーブで繋ぎ、山本の鋭いスパイクや武智の巧みなスパイクで粘り、
追い上げをみせるが、クビアクを中心に確実に得点を重ねたパナソニックが２連勝を飾った。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


